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１．はじめに
　長伐期施業試験林は 2012 年現在林齢 103 年のヒノ
キ林分で 1976 年の第 1 回定期測定 ( 藤原 ,1977）以降、
第 2 回 ( 内藤ら ,1982）、第 3 回 (Fujiwara et al,1987）、
第 4 回 ( 藤原ら ,1977）、第 5 回（藤原ら ,1997）、第 6
回（内藤ら ,2008）と原則５年間隔で計６回の測定報
告がされている。内藤ら（2008）によると 2001 年に
ついては測定が行われたものの報告が行われていな
い。
　今回の測定は 2011 年 11 月 14 日と 28 日に実施され、
宇都宮大学農学部森林科学科森林計画・計測学研究室
の専攻生、酒見翔太、今井陽一郎、大野真紀、福田将
大諸氏の協力を得た。調査には延べ 10 人・日の作業
を要した。
２．測定方法
　胸高直径・樹高とも試験林内の全立木について毎木
調査を行った。
　胸高直径は金属製の輪尺を使用し山側一本差しの
mm 単位までの測定、樹高測定については音波式測高
器（ハグロフ社製 VertexIII）を用いて cm 単位までの
測定を行った。ただし、複数台の近接使用による音波
干渉が認められた場合にはレーザー式測高器（レーザ
ーテクノロジー社製 TruPulse360）を併用して測定し
た。胸高直径・樹高とも前回の測定結果と比較し、測
定値が下回ったり、同じであったり、過大であった場
合には再測を行い、測定値の確認を行った。
３．測定結果の概要
　 測 定 結 果 の 概 要 を 表 − １ に 示 す。Plot.1-2 で は
No.17、No.18 の２本が 2010 年度に風倒害により伐
倒されている。同じく No.168 は前回枯死木とされて
いるが生立していることが確認された。Plot.2-2 では
2010 年度に形状比の高いものから順に下層間伐が行
われ 44 本が伐倒搬出された。この間伐対象木につい
ては全て円盤が採取され福田（2012）により樹幹解析
が行われている。Plot.1-1、Plot.2-1 については本数の
変化はなかった。
　材積の算出には近藤（1961）による船生演習林ヒノ
キ立木幹材積材積式を使用した。４つのプロットとも
前回測定以後概ね 10m3 ／年程度の材積成長が認めら
れ、とくに成長の鈍化は認められず、安定した成長を
続けている。なお、福田（2012）により再調製された
材積式と従来の材積式による算出結果の比較を表−２
に示す。近藤式は特に大径木の材積が過小となること
が確認されており、今後は再調整された材積式を採用
し、従来の測定結果についても再調整された材積式に
よる再計算を行う予定である。
４．おわりに
　試験林の設定では、密度管理として成長量分程度の
間伐を繰り返すことになっているが、近年は全く実施
されていなかった。2010 年度以降、適宜各プロット
とも利用間伐を実施し、長伐期施業における林分構造
の動態把握、長伐期施業用の材積表、収穫表の調製や
作業システムの検討などの知見を集積していくことで
試験林の本来の設置目的に合致する管理を行っていく
予定である。なお、今回の測定では宇都宮大学農学部
森林科学科森林計画・計測学研究室の専攻生、試験林
の日常の管理には演習林職員の協力を戴いている。こ
こに関係各位に厚く謝意を表す。
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